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1995年度 経営学部募集懸賞論文審査報告
経営学部では,1995年度か ら学部学生を対象に懸賞論文を募集すること
になった。応募論文はこれを審査のうえ,優秀な作品にっいてはランクに
応 じて表彰 し,執筆者には図書券を授与することとした。
応募論文の締切は9月 末 となっていたが,や や遅れて1名 の応募者が
あった。 この応募者は,3年 次に在学する外国人留学生であった。
教授会は3名 からなる審査委員会を選出 し,この委員会が審査にあたっ
た。その結果当論文を優秀賞に値するとして教授会に報告 し,承認を得た。
懸賞論文:優 秀賞(個 人研究:図 書券3万 円)
チョウ ケイ ケン
執筆者:93M3535張 慧 娼
論文名:中 国国営企業の自主権拡大について
利潤留保制を中心に
『愛知経営論集』の末尾を借りて,以上応募論文の要旨と審査内容の概略
を紹介する。
まず,執筆者の 「前書 き」によれば,本論文の内容と意図は次のように
示 される。「この論文は,1978年末か ら84年までの中国国営企業の自主権
拡大の流れをまとめ,っ いで自主権拡大の中でも重要と思われる利潤留保
制度の内容と利潤留保制度を実行 している間に,利潤留保率の決定で生 じ
た企業間の利潤留保額の差の問題,奨 励金支給の分配方法 と奨励金を濫発
する問題を検討 したものである。」
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そこで,論 文の章 ・節の構成 は次のようになっている。
一 企業自主権拡大の由来と展開
1企 業自主権拡大の由来
2企 業 自主権拡大の展開
二 利潤留保制度
1利 潤留保の内容
2企 業留保の実施 ・問題状況
三 奨励金の支給自主権
1奨 励金の分配方法
2奨 励金分配中の問題
結び
なお応募論文は,ワ ープロでB5用紙 に9ポ活字で執筆 され,量 的には
目次 と注に加え若干の統計表を含めて全23ページとなり,400字詰原稿用
紙に換算すれば,応募規定の50枚は確実に超える。本論文を執筆するに際
しては,か なりの時間と労力が費やされているものと推測 しうる。
また,執筆者が中国からの留学生であり,論文の主題 も中国企業の経営
自主権であるので,お もに中国語の原書が利用,参 照され,注 によって引
用箇所 二ページがそれぞれ明示されている。
審査においては,論 文の内容に係わってとくに専門的な立場か ら,利用
している表の解釈,本 文の中での位置づけが複数の箇所で正確でなく,疑
問であるといった指摘があった。また中国企業の自主権拡大のなかでなぜ
特に利潤留保制度 ・奨励金分配制度が取 り上げられたのか,こ れはその他
の制度改革とどのような関係にあり,どのような意味をもっのか,い ま一
っはっきりしないといった点も指摘 された。 もう一点,執 筆者の理想 と考
える企業内の労働関係が,過 去の特定の政治社会制度の中での事例によっ
て代表させ られていたが,こ うした叙述はそれ自体として整合的ではなく
無理がある。
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審査会では,学 生の論文であるからということでそのための審査 レベル
を設定 し,その範囲で問題指摘を行うといった方式は取 らない。審査対象
論文は,院生 ・専門研究者の業績に対 して同様にその形式的要件,主 題の
適切性,論 述の説得性,論 点にかかわる執筆者の知識と代表的な既存研究
にっいての理解,論 文か ら読み取れる筆者の学問的センスといった様々な
角度か らの感想,意 見,問 題指摘などが行われる。とはいえ,最終的な論
文の評価と賞の決定に際 しては,審査対象者が学部学生であることに十分
な配慮がなされる。
今回の応募論文は,初回であるということも考慮 して,審 査会 としては
執筆者に対 して事実に沿わない点など若干の是正と日本語の訂正を求め,
審査結果を出すのにやや時間を費や した。総括的にいうならば,ま ずは適
切な資料を集め,企 業自主権拡大のプロセス,と くにそのなかで利潤留保
制度,奨 励金分配制度がどのような性格のものか,ま たそれがどのような
問題を生 じてきているのか,こ の点の整理 と把握 はしっかりとなされてお
り,こ うした点が評価 された。
最後に,筆者はこの論文を執筆することでさらに中国企業の今後におけ
る新たな経営管理上の改革,新 制度の導入などを研究 してい くうえで貴重
な1ス テップを築いたものと考えたい。
懸賞論文審査委員長
藤 本 光 夫
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